
やまぐち子育て福祉総合センター実績報告 

令和 4 年度 教育・保育・子育て支援専門研修 

「これからの保育者に求められる課題～子どもの育ちという視点から～」 

録画日時：3月 4日（土）１０：００～１１：３０ 

オンデマンド配信期間：3 月 15 日（水）～3 月 28 日（火） 

録画場所：やまぐち子育て福祉総合センター（山口市立山口保育園 2 階） 

講師：東京大学名誉教授・白梅学園大学名誉学長・全国保育士養成協議会会長・日本保育学会理事（前会長）  

汐見 稔幸 先生 

オンデマンド視聴人数：212 人 

 

内容： 

〇不適切対応に対する社会の厳しい批判をどう受け止めるのか？ 

 幼稚園・・・学校教育法に不適切対応があった場合は懲戒されるという規定がある。 

 保育園・・・保育士資格をはく奪というような法律が現在はない。 

       →規定をきちんとしようという動きがある。 

 しかし、なぜ不適切な対応が起きるのか最大の理由は違うところにある！ 

保育の専門性ということの曖昧さが露呈した問題と考えてほしい。 

 この曖昧さをどうやって克服していく？ 

 

〇保育士の専門性をどう考えるのか？ 

・保育は人間が連綿と続けてきた幼い子どもの育てを現代的に工夫し洗練して行う営みである。 

・子どもは地縁・血縁の縁社会の中で人々の「暮らし」に巻き込まれ、また、「暮らし」の一員として生きて、

そこで自由に遊び、仕事を手伝い、その遊び・仕事に含まれているスキルや知識をいつの間にか身につける

（学ぶ）という形で育ってきた。 

→現代は、この地縁・血縁のコミュニケーションがなくなって、小さな家庭で育てなくてはいけなくなった。 

そうすると、「暮らし」の中でいつの間にか身についていた非認知能力が育たなくなってきた。 

  

〇保育は現代的な「暮らし」を実現する場  

 ・「暮らし」とは、命を大事にし合い、それぞれの命が輝くように工夫し、みんなで生きていることを喜び合

い、お互いに助け合って自分らしく生きる道を探る場・時間である。 

 ・そこで大事なのは、やりくり力、コミュニケーション力、共感力、協力力、前向きな姿勢等々。 

  ＝非認知能力 

 

 

 

〇そう考えると、保育の専門性とはなんだろう？ 

① 楽しく心地良い「暮らし」の場をつくること。決まりの多い園にしないこと。気さくで気楽なお互いが

助け合って生きることを大事にする人間関係を築くこと。本音で生きることを大事にすること。一人一

人が自分のしたいことを持っていること。子どもも保育者も！ 

② 子どもたちを、その「暮らし」に丁寧に巻き込むこと。それを丹念に追及する姿勢をもつこと。子ども

と一緒に「暮らし」をつくる。子どもの主人公性を大切に！ 

③ そのために、まずは子どもたちにできるだけ「丁寧に」接すること。 

課

題 

非認知能力が育つのが「暮らし」である。 

現代的な「暮らし」の場＝保育の場で育てなければならないのは、この非認知能力＋認知的能力の基礎である。 

 



  

 「丁寧に」接するとは？ 

   ・子どもたちを子どもと思わないこと 

   ・人としてのその子らしい感情を持った、意思を持った、人格を持った人間として接すること。 

   ・子どもに要求するのではなく、子どもにいつも聞く姿勢で接すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  子ども側から言うと・・・ 

   ・子どもは丁寧で適切な環境が提供されれば、自ら学び出す有能な学び手である。学びは、その子が自ら

これを知りたい、できるようになりたい、描きたい…と願って自らそれに挑むときに最もよく、深く起こ

る。また、子どもが何を学びたいかは、厳密にはみな違う。子どもが幼い頃に有能な学び手として育てば、

その姿勢は一生続く。 

    

保育は子どもの学びに感動し応援する営みである。 

 

  では、「学び」とはそもそも何だろう？ 

   ・遊びや制作活動は、子どもの外から見ると遊びや制作活動だが、子どもの内側から見ると、“こうしたら

うまくいくかな”“どうしたら回ってくれるのだろう”、等々の問いの答えを求めて脳や身体がその問い等

に答える情報処理を懸命に探っている活動である。その情報処理がうまくできるようになることを「学び」

と言う。学び＝育ちである。これを保障する保育の丁寧さが求められる。 

 

④ 保育者の専門性は子どもを内側から見る姿勢を大事にすること。 

・保育者は子どもの外に見える行動の裏でその子の頭の中、心の中ではどういう営みが活性化している

のか、それを感じ取り、読み取ることが専門の仕事である。そして、その営みに“すごいなあ。面白いな

あ”等と感じることが大事な仕事。 

    ・何を学んでいるのだろうと考え続けること。 

    ・アセスメントする。 

  

   アセスメントするとは？ 

    ・評価することだが、単純な評価とは異なる。子どもの内面の動きを感じ取って、子どもの願いや要望

にどう応答するか、つまり、どのように子どもたちの次の没頭活動を導く工夫をするか、それを考える

こともアセスメントには含まれている。これを原則毎日することが求められている。幼稚園ではこれを

「子ども理解」といって、子どもの願いを感じ取ってそれに応答する環境を作っていくことを言ってい

る。 

→保育園も 10 分でも良いから語り合う時間をもとう。 

 

（例） 
・おむつを替えるとき、替えても良いか聞いてから行っていますか？ 
・鼻をふくとき、聞いてから行っていますか？ 
・トイレに行くとき、並ばせて一斉に行っていませんか？大人も並んで一斉に行ってと言われたら嫌ではない
ですか？ 
・お散歩に行くとき、みんなで行くものと思っていませんか？「今違う遊びをしているから行かない」と、子
どもが意見を言えるよう、聞いてあげていますか。散歩の行き先を子どもと決めていますか。 

☆これらは、子どもの権利条約にある意見表明権で赤ちゃんの時から保証されなければならないものである。 

 

 



⑤ なぜ遊びが大切なのか？ 

遊びとは？ 

・何らかの興味・関心を示したものやことに自分で挑んでいくとき、そして、そのプロセスが面白そう

と思える時、その活動全てを遊びと言う。 

１、興味関心が伴うこと 

２、自分で挑むこと 

３、面白いこと        

この 3 つの条件が必須だが、この 3 つの条件は、実は子どもの学びが深く行われるとこの条件と一致す

る。遊び＝学びである。 

 

 保育は 

１、興味・関心を引き出す 

２、子どもが自分で挑むことを大事にする 

３、面白そうにすること 

この 3 つを保障すること。 

  

生きる営みがやり方次第ですべて遊びになる。 

 

   遊びが多様に生まれるには… 

① 多様な子どもがいる中で、それぞれの子が興味関心を引かれるものがあるか 

② 自発的に没頭できるまで見守り援助する 

③ 倉橋惣三 

自己充実、充実指導、誘導保育、教導保育 

    

    ・子どもの遊びを引き出すもの、財を遊誘財、引き出す性質を遊誘性と言おう。遊びが多様に生まれる

のに必要なのはこの遊誘財と遊誘性である。 

 

  子ども主体の保育とは？ 

   ・自育的な素晴らしい生命体だと心から思って 

   ・その自育力（学ぶ力）が生き生きと発揮されるように 

   ・保育者の方が遊誘力を鍛え 

   ・子どもはそうすれば伸びていくと信じ 

   ・子どもを人間としてリスペクトできるようになる努力をし、 

   ・子どもから元気をもらっていると心から思えるようになり、 

   ・毎日保育の振り返りをしっかりして、子どものために環境をしっかり作り続け、 

   ・保育っていつまでたっても果てがない楽しいもの 

   というように、保育者の主体的な姿勢がすべてである。 

子ども主体の保育はできるだけ子どもに聞く保育である。 

 

   子どもはなぜ自分のすることを自分で決めることが大切なのか？ 

   ・子どもは絶対的な無垢な存在 

   ・産んだ世代の責任は…子ども自身が生まれてきてよかった、生まれなかったらこんな体験できなかった、



生まれてなかったら愛される喜びも分からなかった…お父さんお母さん産んでくれてありがとう、と心か

ら言ってくれるようになること 

   ・自分の人生のその子らしいイメージをつくっていくこと、それを大人は心から応援すること 

 

    保育では、一人一人の子が何が面白いか、どうすることが楽しいか等を必死で模索することを応援する

ことが課題になる。一人一人の子は何が面白いか、何が好きか等々がみんな違う。その内容を大人が決め

ることはできない。だから、大人は本物の文化を提供し、子どもが何かに没頭するようになることを懸命

に支える。そのために、いつも子どもに聞く。 

 

 

 

 

 ◎今後の保育所の展望 

   21 世紀型の保育づくりへ夢を持って形にしていこう！ 

   これからの保育所は地域に開く、将来全ての人が利用できる施設に発展させる、地域のコミュニティ拠点

になる等々の課題がある。 

   なぜなら、少子化が進み、人類が経験したことのない段階に世界はなっていく。今ある保育所はどうなっ

ていくべきか。→高齢者も自由に出入りでき、子どもも高齢者も一緒に集える場所へ。また、親が働いて

いない、働いているに関わらず子どもが集う場所へ発展させていく。 

 

   新しい縁社会を取り戻していきましょう！ 

環境づくり、子ども観の転換、遊びの遊誘等々が子どもと一緒に「暮らし」を作っていくことの中身である。 

 


